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波長より短いスリット周期を持つメタルスリットアレイ(MSA)は，誘電体的な性質を示すこと

が知られている[1]．我々は，図 1 に示す積層型 MSA の光学共鳴モードの振舞いを調べている[2]． 

図 2 はスリット周期 d を 300 µm，スリット幅 w を 30 µm，スリット高さ h を 1000 µm とした積

層型 MSA について，垂直入射に対する透過スペクトルの空気層幅 s 依存性を FDTD 法により計算

したものである．s = 0 においてこの構造の回折限界周波数(c/d)である 1.0 THz の半分以上の周波

数で 6 次以上の偶数次モードがブルーシフトして，奇数次モードとの destructive な干渉によって

透過光が消失していることが分かる[2]． 

さらに詳しく見ると，白い点線で囲まれた回折限界周波数付近で特異な交差特性が見られるこ

とが分かる[3]．図 3 は，その 0.92 ~ 1.02 THz の拡大図である．s = 250 µm と s = 550 µm 付近の反

交差特性の間に 15 次モードと 16 次モードで形成された孤立したループが見られた．このループ

特性の両端はモード結合がないときの多重交差点となっている．また s = 680 µm 付近においては

17 次モードと 18 次モードが反交差せずに減衰する特性が見られた．反交差特性と異常特性が交

互に出現する同様の傾向は MSA の上下のスリットを半周期ずらした系においても見られ，そのメ

カニズムについて，スリット内の磁場分布の計算も行い考察した． 
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図 1．積層型メタルスリットアレイの構造 

図 2．透過スペクトルの空気層幅依存性(全体) 図 3．透過スペクトルの空気層幅依存性(高周波域) 
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